
第23回江副記念財団
リクルートスカラシップコンサート

2017年12月16日（土）13：00開演（12：30開場）
紀尾井ホール

国内外で研鑽を積んだ奨学生が一堂に会し
一年の成果を披露するコンサート

◆プログラム

I.  シューマン： ピアノ五重奏曲変ホ長調作品44
周防亮介（Vn），森山まひる（Vn），田原綾子（Va）
水野優也（Vc），務川慧悟（Pf）

II. フォーレ： ピアノ四重奏曲第一番ハ短調作品15
北川千紗（Vn），大野若菜（Va）
岡本侑也（Vc），桑原志織（Pf）

＜休憩＞

III.  メンデルスゾーン： ピアノ三重奏曲第一番ニ短調作品49
吉田南（Vn），宮田大（Vc），髙木竜馬（Pf）

IV.  ブラームス： ピアノ五重奏曲作品ヘ短調作品34
山根一仁（Vn)，毛利文香（Vn），田原綾子（Va）
上野通明（Vc），北村朋幹（Pf）

＜休憩＞

V.  アレンスキー：二台ピアノのための組曲第二番作品23
サン=サーンス： 二台ピアノのための「死の舞踏」
阪田知樹（Pf），反田恭平（Pf）

「今年もこの時期がきたのね。」「これを聴かないと一年が終わらない。」等の声が聞こえてくる程
認知度も上がった江副記念財団リクルートスカラシップコンサート。

現役奨学生15名と、特別出演者に奨学生OBの宮田大さん、ヴィオラの大野若菜さん（初）、田原
綾子さん（昨年に続いて2回目）をお迎えし、総勢18名、5グループによる熱のこもった演奏が披露
されました。

制作：石川マサル（第30回奨学生）



I.  シューマン： ピアノ五重奏曲変ホ長調作品44
1st Vn. 周防亮介 / 2nd Vn. 森山まひる / Va. 田原綾子 / Vc. 水野優也 / Pf. 務川慧悟

最初を飾るにふさわしい華やかで、輝かしい第1楽章が始まった。一番手のためか最初は少し
緊張した面持ちだった5人も、次第に微笑みが浮かび、楽しそうな表情に。

II. フォーレ： ピアノ四重奏曲第一番ハ短調作品15
Vn. 北川千紗 / Va. 大野若菜 / Vc. 岡本侑也 / Pf. 桑原志織

時には、弦楽器が織りなすビロードの織物の上に、宝石をちりばめたようなピアノの音色。また
時には重厚なピアノの音色と、深みのあるあたたかい弦楽器の音色が溶け合うよう。各楽器の
魅力を余すところなく発揮した演奏だ。



III. メンデルスゾーン： ピアノ三重奏曲第一番ニ短調作品49
Vn. 吉田南 / Vc. 宮田大 / Pf. 髙木竜馬

宮田さんのチェロと吉田さんのヴィオリンが語り合い、高木さんのピアノが場面を盛り上げる。
ソロあり、合奏あり。主役が次々と変わり、聴き手も引き込まれ、息も継げない。

IV. ブラームス： ピアノ五重奏曲ヘ短調作品34
1st Vn. 山根一仁 / 2nd Vn. 毛利文香 / Va. 田原綾子 / Vc. 上野通明 / Pf. 北村朋幹

ブラームスらしい重厚さを感じさせる曲。オーケストラのような幅、深さ、重さを感じさせる五重
奏。これまで何度も一緒に演奏してきた仲間とのまさに呼吸の合った演奏だ。



V.  アレンスキー： 二台ピアノのための組曲第二番作品23
1st Pf. 阪田知樹 / 2nd Pf. 反田恭平

軽快で洒脱な小品集も2台のピアノで聴くとスケールの大きさを感じる。2台の絡み合いに聞
き入ってしまう。最後の「踊り子」は聴衆を踊りに誘うよう。

真夜中の12時の鐘とともに死者が墓から出て骸骨の踊りを舞う。二人の演奏を聴いていると、

真っ暗な墓や骸骨の踊りが目に浮かぶ。不気味な中にもユーモラスな感じも。二人の絡み合
いが複雑で、聴き手も最後まで気を抜けない演奏だった。

サン=サーンス： 二台ピアノのための「死の舞踏」
1st Pf. 反田恭平 / 2nd Pf. 阪田知樹



♪一年の成果を余すことなく披露して終演♪

終演後は、演奏者がホワイエに揃いご挨拶。言葉を交わそうと、多くのお客様が囲んでくださり、あ
ちこちに長い列ができてた。輪はいつまでも絶えず、奨学生の皆さんは、たくさんの激励の言葉を
受け取っていた。

演奏終了後は、全員が舞台に登場しカーテンコール。1時から4時半まで、3時間半

にわたる素晴らしい演奏の数々に大きな、温かい拍手が鳴りやまない。演奏者も
ほっとした、晴れやかな笑顔で答えていた。

写真：金川晋吾（第37回奨学生）（一部を除く）



制作：石川マサル（第30回奨学生）








